










(図表９)担当業務別役員名一覧
担当業務 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 現在

秘書室 ～６月　熊田 節郎（副頭取） 河野 和夫（副頭取） ～６月　河野 和夫（副頭取） 飯岡 樹（副頭取） ～６月　飯岡 樹（副頭取） 山上 晃（副頭取）

６月～　河野 和夫（副頭取） ６月～　飯岡 樹（副頭取） ６月～　山上 晃（副頭取）

総合企画部 ～６月　飯岡 樹（専務） ～６月　飯岡 樹（副頭取） ～６月　黒澤 邦夫（常務） ～６月　大久保 敏治（常務） ～６月　小林 孝雄（常務） 松崎 広（常務）

６月～　飯岡 樹（副頭取） ６月～　黒澤 邦夫（常務） ６月～　大久保 敏治（常務） ６月～　小林 孝雄（常務） ６月～　松崎 広（常務）

与信監査室 ～６月　小林 孝雄（常務） 松崎 広（常務）

６月～　松崎 広（常務）

法務室 ９月～　山上 晃（副頭取） 山上 晃（副頭取）

総務部 中村 雄一（常務） ～６月　中村 雄一（常務） 清水　信行（常務） 清水　信行（常務） ～６月　清水　信行（常務） 小林 孝雄（常務）

６月～　清水　信行（常務） ６月～　小林 孝雄（常務）

人事部 ～６月　野田 幹雄（常務） 野田 幹雄（専務） ～６月　野田 幹雄（専務） 清水　信行（常務） ～６月　清水　信行（常務） 小林 孝雄（常務）

６月～　野田 幹雄（専務） ６月～　清水　信行（常務） ６月～　小林 孝雄（常務）

営業統括部 山上 晃（常務） 山上 晃（常務） ～６月　山上 晃（常務） ～６月　山上 晃（専務） ～６月　松崎 広（常務） 長澤 和彦（常務）

６月～　山上 晃（専務） ６月～　松崎 広（常務） ６月～　井上 茂樹（常務）

支店推進部 ～６月　河野 和夫（副頭取） ～６月　山上 晃（常務） 森田 晃輔（常務） ～６月　森田 晃輔（常務） ～６月　松崎 広（常務） 山下　伊佐男（常務）

～６月　村田 一弘（常務） ～６月　阿部 好成（常務） ６月～　松崎 広（常務） ６月～　山下 伊佐男（常務）

６月～　山上 晃（常務） ６月～　森田 晃輔（常務）   

６月～　阿部 好成（常務）

融資部 柳 博（常務） 柳 博（常務） ～６月　柳 博（常務） 井上 茂樹（常務） ～６月　井上 茂樹（常務） 清水　信行（常務）

６月～　井上 茂樹（常務） ６月～　清水　信行（常務）

融資２部 ～６月　河野 和夫（副頭取） 柳 博（常務） ～６月　柳 博（常務） 井上 茂樹（常務） ～６月　井上 茂樹（常務） 清水　信行（常務）

６月～　柳 博（常務） ６月～　井上 茂樹（常務） ６月～　清水　信行（常務）

個人部 ９月～　山下　伊佐男（常務） 山下　伊佐男（常務）

営業推進部 ～６月　河野 和夫（副頭取） 山上 晃（常務） ～６月　山上 晃（常務） ～６月　黒澤 邦夫（常務） 長澤 和彦（常務） 長澤 和彦（常務）

６月～　山上 晃（常務）  ６月～　黒澤 邦夫（常務） ６月～　長澤 和彦（常務）

公務部 ～６月　山上 晃（常務） 阿部 好成（常務） ～６月　阿部 好成（常務） 長澤 和彦（常務） 長澤 和彦（常務） 山下　伊佐男（常務）

６月～　阿部 好成（常務） ６月～　長澤 和彦（常務）

金融市場部 ～６月　野田 幹雄（常務） ～６月　森田 晃輔（常務） ～６月　阿部 好成（常務） ～６月　浅井 慎太郎（常務） ～６月　大久保 敏治（常務） 後藤 次郎（常務）

６月～　森田 晃輔（常務） ６月～　阿部 好成（常務） ６月～　浅井 慎太郎（常務） ６月～　大久保 敏治（常務） ６月～　後藤 次郎（常務）

市場事務部 ～６月　野田 幹雄（常務） ～６月　森田 晃輔（常務） ～６月　阿部 好成（常務） ～６月　浅井 慎太郎（常務） ～６月　清水　信行（常務） 小林 孝雄（常務）

６月～　森田 晃輔（常務） ６月～　阿部 好成（常務） ６月～　浅井 慎太郎（常務） ６月～　清水　信行（常務） ６月～　小林 孝雄（常務）

国際部 ～６月　長塚 修（専務） 野田 幹雄（専務） ～６月　野田 幹雄（専務） ～６月　浅井 慎太郎（常務） ～６月　森田 晃輔（専務） 後藤 次郎（常務）

６月～　野田 幹雄（専務） ６月～　浅井 慎太郎（常務） ６月～　森田 晃輔（専務） ６月～　後藤 次郎（常務）

検査部 ～６月　飯岡 樹（専務） 飯岡 樹（副頭取） ～６月　飯岡 樹（副頭取） ～６月　大久保 敏治（常務） ～６月　山上 晃（専務） 山上 晃（副頭取）

６月～　飯岡 樹（副頭取） ６月～　大久保 敏治（常務） ６月～　山上 晃（専務） ６月～　山上 晃（副頭取）

事務統括部 ～６月　野田 幹雄（常務） ～６月　中村 雄一（常務） 大久保 敏治（常務） 大久保 敏治（常務） 大久保 敏治（常務） 小林 孝雄（常務）

 ６月～　中村 雄一（常務） ６月～　大久保 敏治（常務）

（注2）機構改編による組織統合の場合は、改編後の組織の主たる業務を担当していた役員名を記載しました。

（注3）年度途中で担当変更ある場合は新旧役員を記載しました。

(注1)担当業務は現在の組織を基準とするが、これまでに機構改編があった場合の改編前の組織は現在の組織を基準に分類すること。役職名は該当する年
度のものを記入のこと。
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(1)消却、払戻し、償還又は返済についての考え方

（必要な計数を含めて具体的に記載すること。）

イ．基本的な考え方

金融機能の早期健全化のための緊急措置に関する法律第10条第2項六の規定どおり、協定銀

行が取得株式等をできる限り早期に譲渡その他処分を行うことを前提として、今後、消却、

払戻し、償還または返済のための財源を早期に確保するよう努力いたします。

ロ．優先株について

優先株については、今後5年間で1,100億円以上の内部留保蓄積を展望していることから、

自己資本比率の改善状況、株式希薄化による株価への影響等を斟酌しながら、機動的に利益

による消却を進めることが可能であると考えております。

ハ．劣後金銭消費貸借（劣後ローン）について

劣後ローンについては、5年後のステップアップ時には、必要に応じて市場でのリファイナ

ンスを行う予定であります。

また、収益力を回復させ、自己資本の基本的項目（TIER１）の回復を重視する考え方か

ら、順次、借入額を削減していく方針であります。

６．株式等の発行等に係る株式等及び借入金につき利益をもってする消却、払戻し、償還又は返済に
対応することができる財源を確保するための方策
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